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５
月
の
妙
高
に
お
け
る
総
会
で
、
後
藤
支

部
長
の
２
頁
に
わ
た
る
熱
の
入
っ
た
提
案
書

「
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
と
登
山
教
室
」
が
提

示
さ
れ
、
越
後
支
部
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

目
的
：
次
世
代
を
担
う
人
材
を
組
織
的
に

育
成
し
、
支
部
活
性
化
を
図
る
。
対
象
は
原

則
と
し
て
65
歳
以
下
の
会
員
（
27
名
）
を
対

象
と
し
ま
す
。
但
し
組
織
的
な
取
り
組
み
の

観
点
か
ら
、
広
く
会
員
へ
の
参
加
を
呼
び
掛

け
る
。

登
山
教
室
は
、
広
く
市
民
に
登
山
の
楽
し

さ
や
安
全
の
為
の
技
術
、
自
然
保
護
の
大
切

さ
、
越
後
の
山
の
魅
力
や
歴
史
に
つ
い
て
共

有
し
、
登
山
の
普
及
を
図
っ
て
い
く
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
今
年
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
、
三
か
年
計
画
で
実
施
し
て
令
和
９
年

度
に
亘
り
、
本
部
の
補
助
金
も
頂
い
て
お
り

ま
す
。

以
上
の
考
え
方
の
下
、
越
後
の
特
性
を
生

か
し
た
山
登
り
の
育
成
コ
ン
セ
プ
ト
作
り
を

行
い
ま
し
た
。
越
後
の
山
の
特
徴
は
、
ド
カ

雪
、
藪
山
で
あ
り
、
四
季
が
は
っ
き
り
し
て

い
て
、
季
節
毎
の
景
色
が
楽
し
め
ま
す
。
特

に
重
苦
し
い
曇
天
か
ら
開
放
さ
れ
た
、
青
空

の
下
春
先
の
山
々
は
、
山
毛
欅
の
竹
色
が
目

に
眩
し
く
、
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。

そ
の
頃
の
春
山
は
登
山
道
は
残
雪
に
覆
わ

れ
、
沢
筋
は
底
雪
崩
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。

「
晴
れ
れ
ば
天
国
、
降
れ
ば
地
獄
」
の
形
容

が
当
た
り
ま
す
。

昨
今
の
登
山
ア
プ
リ
の
進
歩
、
ネ
ッ
ト
に

よ
る
登
山
情
報
が
あ
ふ
れ
る
中
、
普
通
の
登

山
道
の
あ
る
山
な
ら
、
体
力
と
気
力
が
有
れ

ば
、
誰
で
も
山
登
り
が
楽
し
め
ま
す
。

そ
こ
で
〝
越
後
の
残
雪
期
に
強
い
「
山
や
」

に
な
る
―
１
人
で
ガ
ス
に
巻
か
れ
な
が
ら
も
、

生
還
出
来
る
岳
人
を
養
成
す
る
―
を
目
標
に

し
ま
し
た
。

後
藤
支
部
長
よ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
選
抜

を
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
は
、
事
務
局
も
含
め
て

10
名
で
す
。
全
県
に
渡
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

対
面
実
技
と
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
会
議
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

職
業
も
バ
ラ
バ
ラ
、
交
代
制
勤
務
の
メ
ン

バ
ー
も
お
り
、
全
員
が
揃
う
事
は
か
な
い
ま

せ
ん
が
、
活
動
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

１
年
目
で
次
期
リ
ー
ダ
ー
候
補
が
勉
強
す

る
技
術
・
ス
キ
ル
は
、
地
図
読
み
、
救
急
手
当
、

天
気
予
報
（
雲
と
空
）、
登
山
ア
プ
リ
の
使

い
こ
な
し
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
も
含
め
た
一

緒
の
雪
山
登
山
等
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
以
降
の
２
か
ら
３
年
目
は
、
登
山
教

室
の
開
催
で
す
が
、
登
山
に
は
、
技
術
と
経

験
値
の
集
積
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
技
術
は

Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
等
で
学
べ
ま
す
が
、
勘
所

（
危
険
予
知
能
力
）
等
の
経
験
値
を
学
べ
る

事
を
主
題
に
実
践
主
体
の
教
室
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
お
り
ま
す
。

経
験
値
の
最
た
る
モ
ノ
は
、
遭
難
寸
前
の

状
況
を
想
定
し
て
、
登
山
計
画
に
組
み
込
ん

で
行
く
能
力
、
実
際
の
厳
し
い
現
場
で
使
え

る
技
術
の
選
択
肢
数
を
増
や
し
て
い
く
こ
と

で
す
。
そ
の
た
め
に
、
座
学
１
回
、
実
践
２

回
等
を
基
本
に
据
え
て
計
画
を
作
成
す
る
予

定
で
す
。

人
の
失
敗
は
蜜
の
味
と
言
い
ま
す
が
、
自

分
の
手
痛
い
失
敗
数
が
力
量
を
育
て
ま
す
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
と

ご
支
援
を
！
又
ご
意
見
も
ご
自
分
の
失
敗
談

も
大
歓
迎
で
す
。　

皆
様
の
お
力
添
え
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
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私の一枚

　昨年の夏、ずっと憧れていた霞沢岳登

山の機会がありました。

　長丁場でドキドキ、ワクワクで心配で

した。

　早朝暗闇の中出発し、途中素晴らしい

日の出に出会い思わず撮影した１枚です。

美しい日の出は、この先の登山に大きな

力をもらい、山頂に立つ事が出来ました。

　ジャンクションピークからの日の出で

す。

� 撮影者　滝沢　信子　
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高
頭
祭
報
告事

業
委
員
長
　
小
山
　
一
夫

　

今
年
の
高
頭
祭
は
、
柏
日
本
山
岳
会
副
会
長
は

じ
め
神
崎
忠
男
氏
と
八
木
原
國
明
氏
や
他
支
部
の

多
く
の
会
員
を
お
迎
え
し
て
、
炎
天
下
の
中
60
名

参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。
献
花
・
献
酒
の
セ
レ
モ

ニ
ー
の
あ
と
、
桐
生
前
日
本
山
岳
会
副
会
長
よ
り

「
日
本
山
岳
会
創
立
１
２
０
年
と
高
頭
仁
兵
衛
」

と
題
し
て
記
念
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
１
回
目
は
１
９
５
０
年
（
昭
和
25
年
）
７
月

２
日
寿
像
碑
の
竣
工
を
記
念
し
て
、
初
代
越
後
支

部
長
の
藤
島
玄
を
は
じ
め
支
部
会
員
10
名
参
加
で

開
催
し
ま
し
た
。
高
頭
祭
も
年
々
参
加
者
も
増
え

今
年
で
68
回
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
寿

像
碑
は
、
建
設
当
時
に
は
弥
彦
山
山
頂
に
あ
り
ま

し
た
が
御
神
廟
へ
の
社
務
所
建
設
に
よ
り
、
現
在

の
大
平
園
地
に
移
転
し
て
支
部
主
催
の
高
頭
祭
に

な
り
ま
し
た
。

　

第
２
回
１
９
５
４
年
（
昭
和
29
年
）
７
月
13
日

に
、
第
１
回
た
い
ま
つ
登
山
と
新
潟
県
登
山
祭
と

同
時
に
開
催
さ
れ
、
高
頭
祭
終
了
後
に
松
明
に
点

火
し
て
、
御
神

廟
を
一
周
し
て

下
山
を
開
始
し

ま
し
た
。
竜
が

降
り
る
よ
う
に

平
野
か
ら
見
え

た
そ
う
で
す
が
、

樹
林
が
大
き
く

な
り
見
え
な
く

な
り
ま
し
た
。

　

年
々
盛
大
に

な
り
１
５
０
名

以
上
の
参
加
者

で
、
高
頭
祭
68

回
、
た
い
ま
つ

登
山
祭
は
70
回

を
迎
え
、
新
潟

の
岳
人
が
全
国
に
誇
れ
る
登
山
祭
に
な
り
ま
し
た
。

高
頭
祭
＆
た
い
ま
つ
登
山
に
参
加
し
て

　
　
杉
田
　
和
美

弥
彦
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
山
頂
終
点
駅
か
ら
高
頭

仁
兵
衛
翁
寿
像
が
あ
る
新
潟
平
野
を
見
下
ろ
す
大

平
園
地
に
到
着
す
る
と
、
猛
暑
の
中
、
大
勢
の
参

加
者
が
広
い
芝
の
上
で
腰
を
お
ろ
し
賑
わ
っ
て
い

ま
し
た
。

第
68
回
の
高
頭
祭
の
式
典
を
終
え
奥
の
院
に

て
安
全
登
山
祈
願
後
は
、
い
よ
い
よ
最
大
の
目
的

で
あ
る
た
い
ま
つ
登
山
の
行
進
で
す
。

夕
暮
れ
前
の
奥
の
院
広
場
か
ら
は
、
式
典
が

行
わ
れ
た
大
平
園
地
や
多
宝
山
に
日
本
海
が
見
渡

せ
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
た
い
ま
つ
登
山
に
ワ
ク
ワ

ク
し
て
い
る
参
加
者
の
熱
気
と
、
松
明
の
灯
油
の

匂
い
が
充
満
し
て
い
ま
し
た
が
、
私
の
心
は
松
明

を
持
っ
て
早
く
灯
火
の
中
を
歩
き
た
い
気
持
ち
が

先
走
っ
て
い
ま
し
た
。

18
時　

手
作
り
の
松
明
が
各
自
手
渡
さ
れ
ま

す
。
松
明
を
持
っ
て
下
山
す
る
の
で
、
私
は
軽
そ

う
な
細
め
の
木
の
松
明
を
チ
ョ
イ
ス
し
ま
し
た
。

山
頂
か
ら
点
火
は
せ
ず
に
日
没
に
合
わ
せ
、
五

合
目
付
近
で
先
頭
か
ら
順
次
に
火
が
回
っ
て
き
ま

す
。私

の
松
明

に
火
が
灯
っ

た
後
は
無
邪

気
な
気
持
ち

に
な
り
、
何

度
、
手
に

持
っ
て
い
る

松
明
の
火
が

消
え
て
い
な

い
事
を
確
認

し
た
で
し
ょ

う
か
。

最
後
ま
で

火
が
回
っ
た
事
を
確
認
後
に
一
斉
下
山
。
風
通
し

の
な
い
樹
林
帯
は
、
全
員
の
松
明
に
火
が
灯
る
と

一
層
に
暑
い
し
熱
い
。

ほ
て
っ
た
身
体
は
下
山
す
る
頃
に
は
、
完
璧
に

蒸
し
あ
が
り
状
態
で
す
。

辺
り
は
暗
く
な
り
、
登
山
道
に
沿
っ
て
ジ
グ

ザ
グ
に
松
明
の
灯
火
は
途
切
れ
る
こ
と
な
く
揺
ら

ぎ
点
在
し
て
い
る
光
景
は
、
弥
彦
山
を
舞
台
に
し

た
撮
影
現
場
さ
な
が
ら
の
見
応
え
の
あ
る
も
の
で
、

参
加
者
だ
け
が
味
わ
え
る
醍
醐
味
で
し
ょ
う
。

下
山
後
は
新
し
い
松
明
に
交
換
し
、
弥
彦
神
社

境
内
へ
と
向
か
い
参
拝
し
た
の
ち
、
ボ
ー
イ
ス
カ

ウ
ト
の
鼓
笛
隊
の
先
導
で
、
神
社
か
ら
弥
彦
駅
前

ま
で
の
温
泉
街
の
中
を
行
進
し
ま
す
。

そ
れ
と
同
時
に
夜
空
を
彩
る
大
輪
の
花
火
が

舞
う
と
、
お
祭
り
は
最
高
潮
に
達
し
ま
し
た
。

沿
道
の
方
々
か
ら
拍
手
で
出
迎
え
ら
れ
、「
お

疲
れ
さ
ま
ぁ
～
」
と
声
を
か
け
ら
れ
、
山
中
と
は

ま
た
違
っ
た
雰
囲
気
で
松
明
を
持
っ
て
下
山
し
た

だ
け
な
の
に
、
こ
ん
な
に
も
多
く
の
人
た
ち
に
感

動
し
て
も
ら
え
る
と
は
、
他
に
も
良
い
こ
と
で
も

し
た
か
の
よ
う
な
錯
覚
と
優
越
感
に
浸
り
な
が
ら

の
行
進
で
し
た
。

鼓
笛
隊
や
花
火
の
音
、
沿
道
の
歓
声
が
私
の
身

体
の
中
に
い
っ
ぺ
ん
に
飛
び
込
み
高
揚
感
に
満
ち

溢
れ
た
頃
、
弥
彦
駅
前
に
到
着
し
記
念
品
を
頂
き

解
散
で
す
。

何
度
参

加
し
て
も

こ
の
感
動

は
心
に
響

く
も
の
が

あ
り
、
私

の
夏
の
風

物
詩
に

な
っ
て
し

ま
い
そ
う

な
予
感
で

す
。

本
部
副
会
長
の
退
任
挨
拶
と

活
動
報
告

顧
問
　
桐
生
　
恒
治

6
月
21
日
の
令
和
７
年
度
日
本
山
岳
会
定
例

総
会
を
も
っ
て
、
本
部
副
会
長
（
理
事
）
を
退
任

致
し
ま
し
た
。
定
款
で
理
事
就
任
年
齢
規
制
が
あ

り
、
私
は
就
任
時
了
解
の
も
と
で
１
期
２
年
間
の

期
間
を
精
一
杯
務
め
て
き
ま
し
た
。

同
時
就
任
し
た
第
27
代
会
長
橋
本
し
を
り
さ

ん
は
、
初
の
女
性
会
長
と
し
て
新
鮮
な
息
吹
を
吹

き
込
ん
で
お
り
、
そ
の
橋
本
体
制
を
支
え
て
会
務

運
営
に
尽
力
し
て
き
ま
し
た
。
越
後
支
部
皆
様
に

は
、
在
任
期
間
中
の
ご
協
力
と
ご
支
援
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
て
、
退
任
挨
拶
と
し
て
本
部
で
の
活

動
状
況
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
本
山
岳
会
に
は
活
動
基
盤
と
な
る
24
の
委

員
会
組
織
が
あ
り
、
海
外
登
山
助
成
委
員
会
・
支

部
事
業
委
員
会
・
自
然
保
護
委
員
会
の
執
行
理
事

と
し
て
統
括
管
理
を
担
当
し
ま
し
た
が
、
そ
の
活

動
状
況
は
以
下
の
通
り
で
す
。

１
）
海
外
登
山
助
成
委
員
会
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
停
滞
し
た
海
外
登
山
を
再
び
活
発
化
し
て
、
助

成
金
補
助
を
通
し
若
手
登
山
家
の
育
成
に
努
め
ま

し
た
。
海
外
登
山
報
告
会
を
再
開
し
、
２
０
２
４

年
３
月
16
日
と
２
０
２
５
年
３
月
15
日
に
開
催
し
、

い
ず
れ
も
会
員
で
あ
る
天
皇
陛
下
か
ら
ご
臨
席
い

た
だ
き
説
明
役
を
務
め
る
経
験
を
し
ま
し
た
。

２
）
支
部
事
業
委
員
会
は
、
全
国
33
支
部
の
活

性
化
と
会
員
増
強
目
的
で
支
部
事
業
助
成
金
活
用

を
推
進
し
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
会
員
減
を
阻
止

す
る
ま
で
に
は
至
ら
ず
、
今
後
も
継
続
協
力
し
て

行
き
ま
す
。
各
支
部
と
の
交
流
で
理
事
派
遣
依
頼

書
を
作
成
し
、
多
く
の
理
事
が
支
部
と
交
流
を
深

め
る
よ
う
に
ル
ー
ル
化
し
ま
し
た
。
個
人
的
に
は
、

群
馬
支
部
、
神
奈
川
支
部
、
北
九
州
支
部
・
信
濃

支
部
・
山
梨
支
部
行
事
に
参
加
し
ま
し
た
。

３
）
自
然
保
護
委
員
会
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
自
然

保
護
全
国
大
会
の
中
止
が
続
き
ま
し
た
が
、
一
昨

参加者全員で記念撮影

たいまつ行進

彌彦神社本殿前にて
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年
高
尾
山
と
昨
年
新
宿
御
苑
な
ど
東
京
近
辺
で
再

開
し
ま
し
た
。
今
年
２
０
２
５
年
に
妙
高
市
と
越

後
支
部
の
協
力
を
得
て
、
妙
高
高
原
を
会
場
に
10

月
18
・
19
日
実
施
予
定
で
、
越
後
支
部
と
の
パ
イ

プ
役
を
務
め
成
功
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

更
に
、
会
長
特
命
事
項
と
し
て
下
記
事
業
を
担

当
し
、
一
部
は
現
在
も
担
当
継
続
し
て
お
り
ま
す
。

４
）
昨
年
２
０
２
４
年
７
月
に
ア
ジ
ア
山
岳
連

盟
（
Ｕ
Ａ
Ａ
Ａ
）
30
周
年
記
念
事
業
の
日
本
開
催

で
、
主
管
の
日
本
山
岳
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
協
会
（
Ｊ
Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ａ
）
よ
り
協
力
依
頼
が
あ
り

対
応
し
ま
し
た
。
当
会
創
立
発
起
人
高
頭
仁
兵
衛

翁
の
出
身
地
長
岡
市
を
記
念
式
典
会
場
と
し
、
現

地
イ
ベ
ン
ト
で
弥
彦
村
で
の
高
頭
祭
と
た
い
ま
つ

登
山
祭
に
海
外
70
余
名
と
全
国
１
０
０
余
名
が
参

加
し
、
越
後
支
部
の
協
力
で
大
成
功
に
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

５
）
本
年
２
０
２
５
年
に
日
本
山
岳
会
創
立
１

２
０
周
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
記
念
事
業
実
行

委
員
会
に
国
際
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
上
げ
記

念
講
演
と
祝
賀
晩
餐
会
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
講

演
は
ヨ
ッ
ヘ
ン
・
ヘ
ン
レ
ム
氏
に
、「
偉
大
な
る

エ
ベ
レ
ス
ト
の
謎
―
日
本
山
岳
会
と
の
関
わ
り
」

と
題
し
、
１
９
２
４
年
第
３
次
エ
ベ
レ
ス
ト
隊
で

頂
上
を
目
指
し
消
息
不
明
と
な
っ
た
Ｇ
・
マ
ロ

リ
ー
の
遺
体
・
遺
品
の
発
見
者
で
あ
り
、
そ
の
調

査
研
究
第
一
人
者
と
し
て
講
演
を
お
願
い
し
ま
し

た
。
更
に
日
本
山
岳
会
が
過
去
親
し
く
交
流
し
て

き
た
海
外
登
山
団
体
約
10
団
体
約
20
人
程
度
を
招

請
し
て
親
睦
を
深
め
、
国
際
交
流
の
絆
を
若
手
に

引
き
継
ぐ
機
会
と
し
ま
す
。
12
月
６
日
（
金
）
に

東
京
新
宿
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
開
催
し
ま
す
の

で
、
越
後
支
部
皆
様
か
ら
も
多
数
の
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。

老
山
岳
会
は
何
を
残
す
の
か

自
然
保
護
委
員
長
　
春
日
　
良
樹

「
笹
ヶ
峰
高
原
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
駆
除
活

動
報
告
と
駆
除
の
意
義
に
つ
い
て
、
原
稿
を
お
願

い
し
ま
す
」
と
い
う
メ
ー
ル
が
広
報
委
員
長
か
ら

届
く
。「
火
打
山
の
調
査
と
重
な
り
笹
ヶ
峰
の
オ

オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
駆
除
に
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

参
加
者
に
書
い
て
も
ら
え
る
と
よ
い
の
で
す
が
、

今
の
と
こ
ろ
参
加
希
望
は
０
名
。
困
り
ま
し
た
ね
。

オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
の
特
性
や
外
来
種
駆
除
の
必

要
性
で
し
た
ら
書
け
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
が
。

ど
う
し
た
も
の
か
」
と
返
信
し
、
今
、
こ
の
原
稿

を
書
い
て
い
る
。
会
員
の
多
く
が
老
人
で
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
告
知
覧
を
見
な
い
の
か
、
目
減
り
す

る
年
金
生
活
で
旅
費
の
工
面
も
難
し
い
の
か
、
そ

れ
と
も
単
に
興
味
・
関
心
が
低
い
だ
け
な
の
か
…
。

３
年
前
か
ら
参
加
者
が
３
名
を
超
え
た
こ
と
は
な

い
。
当
支
部
は
山
登
り
の
団
体
で
環
境
保
護
団
体

で
は
な
い
の
だ
か
ら
当
然
で
、
そ
れ
で
よ
い
の
だ

ろ
う
。

笹
ヶ
峰
の
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
の
駆
除
活
動

は
、
10
年
以
上
継
続
し
て
い
る
が
完
了
し
な
い
。

本
種
は
、
北
ア
メ
リ
カ
原
産
で
、
湿
潤
地
や
冷
涼

な
高
地
、
日
影
地
で
も
生
育
で
き
る
。
種
子
と
地

下
の
根
塊
で
増
殖
。
種
子
に
は
、
す
ぐ
に
発
芽
す

る
も
の
と
、
埋
土
種
子
（
シ
ー
ド
バ
ン
ク
）
と

い
っ
て
長
期
間
休
眠
し
生
育
適
期
に
発
芽
す
る
も

の
が
あ
る
。
絶
滅
を
回
避
す
る
生
存
戦
略
で
あ
る
。

本
種
の
駆
除
の
在
り
方
に
つ
い
て
実
験
的
に
調
べ

た
が
、
一
株
に
２
３
６
８
個
の
種
子
が
付
き
、
発

芽
率
は
水
栽
培
で
41
％
。
根
塊
は
１
㎝
に
ま
で
切

り
刻
ん
で
も
再
生
す
る
。
根
の
先
端
に
小
さ
な
イ

モ
状
の
塊
が
で
き
こ
れ
も
発
芽
。
葉
を
観
察
す
る

と
、
ケ
ム
シ
や
ハ
ム
シ
に
よ
る
食
害
痕
が
極
め
て

少
な
く
、
糸

状
菌
類
を
除

き
、
ま
だ
天

敵
が
い
な
い

の
か
も
知
れ

な
い
。
外
来

生
物
法
で
特

定
外
来
生
物

に
選
定
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

タ
フ
な
相
手
だ
が
、
遮
光
シ
ー
ト
で
１
年
間

被
覆
す
れ
ば
地
上
部
や
地
下
部
を
枯
ら
す
こ
と
が

可
能
。
ま
た
、
年
に
３
～
４
回
、
刈
り
続
け
れ
ば
、

株
の
生
長
を
抑
制
し
分
布
の
拡
大
を
防
ぐ
こ
と
は

で
き
る
。
し
か
し
、
実
験
と
は
異
な
り
、
自
然
の

中
で
は
他
の
植
物
が
邪
魔
に
な
っ
て
一
筋
縄
で
は

い
か
な
い
。
当
支
部
が
弥
彦
山
で
継
続
し
て
い
る

フ
ラ
ン
ス
ギ
ク
の
駆
除
と
同
様
に
、「
根
こ
そ
ぎ

取
り
焼
却
」
す
る
こ
と
が
最
善
の
策
な
の
だ
ろ
う
。

妙
高
市
の
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
は
、
妙
高
山
や
火

打
山
の
高
山
を
除
き
、
標
高
50
ｍ
の
市
街
地
か
ら

標
高
１
３
５
０
ｍ
の
笹
ヶ
峰
杉
野
沢
橋
付
近
ま
で

全
市
に
分
布
。
開
発
で
攪
乱
さ
れ
る
と
、
建
設
資

材
や
建
設
用
土
へ
の
混
入
、
人
々
の
靴
底
や
増
え

過
ぎ
た
鹿
・
猪
な
ど
の
獣
毛
に
付
着
、
風
に
よ
る

飛
散
な
ど
で
種
子
や
根
塊
が
運
ば
れ
、
発
芽
す
れ

ば
、
在
来
種
に
先
ん
じ
て
群
落
を
形
成
す
る
。
そ

の
群
落
か
ら
種
子
が
供
給
さ
れ
続
け
る
た
め
、
根

絶
す
る
こ
と
は
不
可
能
に
近
い
。

便
利
な
生
活
と
引
き
替
え
に
、
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン

ソ
ウ
を
全
市
に
広
げ
た
の
は
私
た
ち
老
人
世
代
で

あ
る
。
自
然
公
園
法
に
は
、「
国
立
公
園
は
、
次

の
世
代
も
、
私
た
ち
と
同
じ
感
動
を
味
わ
い
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
す
ぐ
れ
た
自
然
を
守

り
、
後
世
に
伝
え
て
い
く
と
こ
ろ
で
す
」
と
、
設

置
の
目
的
が
唱
わ
れ
て
い
る
。
残
り
少
な
い
未
来

に
向
け
て
、
壊
し
て
し
ま
っ
た
日
本
の
自
然
を
少

し
元
に
戻
し
、
次
世
代
に
残
す
こ
と
が
、
私
た
ち

老
人
に
は
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
の
だ
が
。
ど

う
だ
ろ
う
。

（
付
記
＝
そ
の
後
、
後
藤
支
部
長
た
だ
１
名
が

笹
ヶ
峰
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
駆
除
に
参
加
し
た
）

地
域
の
山

鯨
鼻
山
（
く
じ
ら
が
は
な
や
ま
）

（
５
０
５
・
２
ｍ
）

藤
井
　
与
嗣
明

新
潟
か
ら
の
船
が
姫
崎
灯
台
近
く
に
な
る
頃
、

い
よ
い
よ
佐
渡
だ
と
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
と
思
わ
れ
る

乗
船
客
が
騒
い
で
い
る
。「
先
ほ
ど
大
佐
渡
の
山
々

が
北
の
方
向
に
望
ま
れ
た
よ
」、「
佐
渡
っ
て
大
き

い
の
ね
」。
そ
ん
な
会
話
か
ら
「
見
て
、
こ
ち
ら

が
小
佐
渡
の
山
だ
わ
、
変
わ
っ
た
山
ね
」、「
何
と

言
う
山
だ
ろ
う
、
名
前
が
あ
る
の
か
な
」。
そ
ば

に
い
た
私
は
、
思
わ
ず
「
ど
ん
な
山
に
見
え
ま
す

か
」
と
尋
ね
る
と
、「
何
ん
だ
ろ
う
」、「
波
の
あ

い
だ
か
ら
潮
を
吹
い
て
、
現
れ
た
鯨
の
よ
う
に
見

え
る
山
だ
ね
」。「
鯨
鼻
山
と
言
う
山
で
す
」
と
返

答
す
る
と
、「
確
か
に
そ
う
だ
」
と
地
形
図
を
見

て
い
る
。

鯨
鼻
山
は
小
佐
渡
山
系
の
北
東
部
に
あ
っ
て
、

山
頂
の
所
在
地
は
前
浜
（
越
後
側
）
の
片
野
尾
集

落
字
ㇳ
子ね

、
三
等
三
角
点
「
点
の
名
称
・
鯨
鼻
」、

俗
称
岩
ノ
上
。
文
献
か
ら
は
本
荘
了
寛
著
『
新

訂
佐
渡
図
』（
明
治
27
年
発
行
）
に
「
鯨
ヶ
鼻
山
」

と
あ
る
。

両
津
湾
側
は
大
川
集
落
、
同
集
落
の
木
村
秀
昭

さ
ん
（
１
９
３
３
～
２
０
２
１
）
は
、
大
川
集
落

沖
か
ら
望
む
と
神
主
が
か
ぶ
る
烏え

ぼ

し
帽
子
に
似
て
い

る
か
ら
、「
烏
帽
子
形
山
」
と
言
っ
て
い
る
と
の

こ
と
。　
　
　
　
　
　
　

『
水
津
村
史
料
編
年
記
』（
昭
和
29
年
発
行
）

に
「
元
応
２
年
（
１
３
２
０
）
に
大
川
と
羽
二
生
、

水
津
、
片
野
尾
の
境
界
を
定
め
た
記
録
あ
り
、「
く

じ
ら
が
は
な
の
と
ね
」、「
く
じ
ら
が
は
な
の
う
し

と
ら
の
と
ね
」
と
あ
る
（
註
１
）。
鯨
鼻
山
の
異

様
な
山
容
は
漁
場
や
境
界
の
目
標
（
シ
ン
ボ
ル
）

と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

オオハンゴンソウの花

1㎝に切り刻んでも再生
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ま
た
、
平
成
17
年
に
Ｊ
Ａ
新
穂
支
店
次
長
で

あ
っ
た
田
中
政
一
（
昭
和
27
年
生
ま
れ
・
大
川
集

落
）
さ
ん
か
ら
は
、
こ
の
「
鯨
鼻
山
は
潮
を
吹
く

山
だ
」と
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。「
山
が
潮
を
吹
く
、

面
白
い
」。
山
頂
近
く
の
大
川
集
落
側
に
洞
窟
が

あ
る
と
の
こ
と
。

木
村
秀
昭
さ
ん
は
、
高
校
の
先
生
が
こ
の
洞
窟

の
調
査
を
し
、
奥
行
が
大
人
が
両
手
を
広
げ
て
七

尋
半
（
概
ね
１
３
・
５
ｍ
）
あ
っ
て
、
中
へ
緩
く

傾
斜
し
て
い
る
。
入
口
が
崩
落
し
て
、
洞
窟
に
入

る
の
に
大
変
な
状
況
だ
と
話
さ
れ
て
い
た
。

平
成
元
年
11
月
に
、
佐
渡
山
岳
会
々
員
で
あ
っ

た
故
永
井
武
さ
ん
（
新
潟
市
山
木
戸
）
が
、
こ
の

山
に
興
味
を
も
っ
て
、
山
の
名
称
や
登
山
ル
ー
ト

を
お
教
え
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
い
た
だ
い

た
報
告
か
ら
、
永
井
さ
ん
は
片
野
尾
の
お
年
寄
り

に
、
鯨
鼻
山
に
つ
い
て
尋
ね
て
い
ま
す
が
、
不
明

と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
下
山
途
中
に
「
中
腹

よ
り
少
し
下
に
垂
直
に
削
ら
れ
た
岩
場
の
様
な
も

の
が
目
に
入
る
。
岩
ノ
上
と
言
う
、
そ
の
岩
で
は

な
い
か
」
と
レ
ポ
ー
ト
さ
れ
て
い
る
。
地
形
図
を

見
る
と
東
か
ら
南
に
異
常
な
ほ
ど
に
等
高
線
を
呈

し
て
い
る
。

こ
の
頃
、
新
潟
日
報
に
大
川
集
落
の
野
城
か
ら

四
十
八
カ
所
越
と
な
る
県
道
赤
玉
・
両
津
港
線
へ

林
道
小
佐
渡
２
号
線
の
開
設
計
画
が
掲
載
さ
れ
た
。

林
道
が
開
設
さ
れ
る
前
に
、
こ
の
小
佐
渡
の
北

東
部
の
山
を

踏
査
し
た
い
。

岩
ノ
上
と
言

う
ル
ー
ト
の

片
野
尾
側
は
、

安
山
岩
質
の

大
き
な
崩
落

石
が
あ
っ
て
、

こ
う
し
た
岩

盤
の
亀
裂
か

ら
、
風
穴
が

考
え
ら
れ
た

が
ど
う
で
あ

ろ
う
か
。

こ
の
鯨
鼻

山
の
特
徴
に

つ
い
て
、
小

佐
渡
で
一
番

高
い
大
地

山
（
お
お
じ

や
ま
６
４
５
．

８
ｍ
）
周
辺

か
ら
、
主
稜

線
に
沿
っ
て

続
く
ユ
キ
ツ
バ
キ
の
群
落
が
、
こ
の
山
近
く
で
終

え
る
こ
と
で
あ
る
。

な
お
、
山
頂
は
他
の
小
佐
渡
の
山
に
同
じ
く
、

三
角
点
周
辺
は
ク
ロ
モ
ジ
、
ヒ
メ
ア
オ
キ
、
ナ
ナ

カ
マ
ド
、
ホ
オ
、
コ
ナ
ラ
、
ハ
イ
イ
ヌ
ガ
ヤ
、
ヤ

マ
モ
ミ
ジ
、
サ
ワ
フ
タ
ギ
の
ブ
ッ
シ
ュ
に
囲
ま
れ
、

晴
天
で
あ
れ
ば
対
岸
の
角
田
山
や
弥
彦
山
が
大
き

く
望
ま
れ
た
。

私
に
と
っ
て
、
こ
の
鯨
鼻
山
は
平
成
10
年
４
月

25
日
に
訪
れ
て
い
る
が
、
訪
れ
る
登
山
者
な
ど
は

い
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
三
角
点
は
苔
（
こ
け
）
に

覆
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
林
道
が
開
設
さ
れ
な
い
う
ち
に
と
、
平

成
12
年
５
月
４
日
・
５
日
に
「
四
十
八
カ
所
越
え

か
ら
鯨
鼻
山
へ
」
一
人
で
歩
く
こ
と
が
で
き
た
。

三
角
点
に
は
紅
白
の
国
土
地
理
院
の
旗
が
置

か
れ
て
い
た
。

鯨
鼻
山
周
辺
に
水
場
は
な
く
、
両
尾
越
に
ビ

バ
ー
ク
を
考
え
る
べ
き
で
、
翌
５
日
に
両
尾
集
落

へ
下
山
と
な
っ
た
。

ま
た
、
平
成
17
年
４
月
30
日
に
、
両
尾
集
落
よ

り
２
人
で
「
鯨
鼻
山
か
ら
水
津
集
落
へ
」
歩
く
こ

と
が
で
き
た
。

な
お
、
片
野
尾
集
落
の
県
道
佐
渡
一
周
線
沿
い

に
鯨
の
供
養
塔
が
あ
る
。
ま
た
、
椎
泊
集
落
に
は

鯨
の
墓
が
あ
る
と
の
こ
と
、
近
日
に
確
認
し
た
い
。

（
註
１
）
う
し
と
ら
・
東
北
の
方
向
（
広
辞
苑
）

み
ち
の
く
随
一
の
霊
峰
鳥
海
山

２
２
３
６
ｍ
登
山

江
口
　
健

秋
田
・
山
形
県
に
ま
た
が
り
、
秀
麗
な
山
容

を
誇
る
鳥
海
山
登
山
を
行
っ
た
。
別
名
「
出
羽
富

士
」、
東
北
唯
一
の
独
立
峰
で
あ
る
。
ブ
ナ
、
ナ

ラ
な
ど
の
豊
か
な
樹
林
か
ら
の
湧
水
地
や
池
沼
、

瀑
布
が
点
在
す
る
。
数
多
く
の
景
勝
地
が
あ
り
、

国
定
公
園
で
あ
る
。

８
月
２
日　

天
気
は
快
晴
。
新
潟
ふ
る
さ
と
村

に
、
９
時
30
分
集
合
。
３
台
の
車
で
湯
ノ
台
コ
ー

ス
登
山
口
（
車
道
終
点
）
へ
向
か
う
。
途
中
、
酒

田
の
観
音
寺
で
宴
会
用
の
酒
・
食
料
等
を
購
入
。

約
２
０
０
㎞
走
行
し
て
３
時
40
分
車
道
終
点
到
着
。

す
で
に
数
台
の
駐
車
有
。

鳥
海
山
登
山
コ
ー
ス
は
、
東
西
南
北
数
多
い

が
、新
山
ま
で
最
も
短
い
の
は
、こ
の
春
、ス
キ
ー

同
好
会
が
行
っ
た
秋
田
県
側
か
ら
の
祓
川
・
矢
島

口
コ
ー
ス
で
５
．
１
㎞
。
次
い
で
短
い
の
が
山
形

県
側
か
ら
の
湯
ノ
台
（
車
道
終
点
）
で
５
．
３
㎞

で
あ
る
。

行
き
も
帰
り
も
立
ち
寄
っ
た
道
の
駅
あ
つ
み

「
し
ゃ
り
ん
」
の
次
の
道
の
駅
は
、鳥
海
「
ふ
ら
っ

と
」。
ふ
ら
っ
と
立
ち
寄
っ
て
欲
し
い
気
持
ち
は

察
す
る
。
鳥
海
山
登
山
の
標
語
「
標
高
０
ｍ
か
ら　

２
２
３
６
ｍ
」。

ふ
ら
っ
と
は
、
カ
タ
カ
ナ
で
「
フ
ラ
ッ
ト
」
す

な
わ
ち
０
で
あ
る
。
０
ｍ
で
あ
る
。
海
抜
０
ｍ
か

ら
登
れ
る
の
だ
。
こ
こ
か
ら
、
鳥
海
山
大
物
忌
神

社
吹
浦
口
之
宮
、
そ
し
て
鳥
海
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
を

通
り
、
大
平
山
荘
吹
浦
登
山
口
へ
。
古
の
人
に
戻

り
、
い
つ
か
機
会
が
あ
れ
ば
挑
戦
し
ま
す
か
。
角

田
山
の
灯
台
コ
ー
ス
と
は
、
高
度
差
約
５
倍
弱
以

上
だ
。

宿
泊
は
、
車
道
終
点
に
あ
る
唯
一
の
施
設
。
計

画
で
は
テ
ン
ト
泊
を
予
定
し
て
い
た
。
１
Ｆ
は
ト

イ
レ
で
、
２
Ｆ
の
展
望
施
設
を
お
借
り
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
快
適
で
し
た
。
日
が
暮
れ
る
ま
で
余

り
あ
る
が
、
行
う
こ
と
は
何
も
な
い
の
で
、
早
速
、

ビ
ー
ル
・
焼
肉
等
で
宴
会
。
す
ご
い
満
腹
感
で
し

た
。
暮
れ
る
前
に
寝
具
の
準
備
、
そ
し
て
就
寝
。

猛
暑
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、「
出
発
は
予
定
の
４

時
30
分
か
ら
４
時
へ
変
更
」
と
の
事
。

皆
さ
ん
、
よ
く
眠
れ
た
の
か
、
部
屋
の
掃
除
を

行
い
、
４
時
頃
ラ
イ
ト
を
つ
け
出
発
す
る
。
登
山

口
で
登
山
カ
ー
ド
を
提
出
。
最
初
は
ブ
ナ
林
の
緩

や
か
な
道
で
、
切
石
も
並
べ
ら
れ
歩
き
や
す
か
っ

た
。
沢
を
渡
る
と
20
分
程
で
滝
ノ
小
屋
に
着
い
た
。

こ
こ
で
体
調
を
整
え
る
。
本
来
、
湯
ノ
台
コ
ー
ス

登
山
口
は
、
湯
ノ
台
集
落
か
ら
始
ま
る
ル
ー
ト
で

あ
り
、
新
山
ま
で
は
９
．
４
㎞
と
あ
る
。
下
山
後

に
入
浴
し
た
湯
ノ
台
温
泉
「
鳥
海
山
荘
」
は
登
山

拠
点
施
設
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

七
合
目
河
原
宿
小
屋
ま
で
標
高
差
約
３
０
０

ｍ
の
急
登
で
「
八
丁
坂
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
八

丁
坂
は
、
斜
面
い
っ
ぱ
い
高
山
植
物
の
咲
く
名
所

で
す
。
黄
色
の
ト
ウ
ゲ
ブ
キ
、
紫
色
の
ハ
ク
サ
ン

シ
ャ
ジ
ン
、
ヨ
ツ
バ
シ
オ
ガ
マ
等
、
一
面
の
お
花

畑
が
目
を
和
ま
せ
て
く
れ
た
。

河
原
宿
小
屋
は
、
崩
壊
で
使
用
不
可
で
す
が
離

れ
の
ト
イ
レ
は
可
。
小
屋
付
近
で
大
雪
渓
か
ら
流

れ
出
た
水
場
で
朝
食
を
摂
る
。

山
頂
方
向
を
眺
め
る
と
こ
れ
か
ら
登
る
大
雪

渓
、
小
雪
渓
、
薊
坂
等
素
晴
ら
し
い
眺
望
が
広
が

潮を吹きながら現れた鯨のような山容

苔に覆われた三角点　提供：渡部陽子

鳥海山 七高山山頂にて
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り
ま
す
。
周
辺
に
は
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
、
チ
ン
グ

ル
マ
の
群
落
が
広
が
り
、
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

ま
し
た
。
枯
れ
て
い
る
チ
ン
グ
ル
マ
も
朝
日
で
輝

い
て
素
敵
で
し
た
よ
。

さ
て
、
心
字
雪
渓
に
入
り
ま
す
。
大
雪
渓
は

左
寄
り
に
登
り
、
中
間
地
点
で
は
ロ
ー
プ
に
従
い

右
に
渡
っ
て
小
雪
渓
に
取
り
付
き
、
高
度
を
上
げ

て
い
き
ま
す
。
滑
落
す
る
よ
う
な
雪
渓
で
は
な
い
。

振
り
返
れ
ば
月
山
も
は
っ
き
り
見
え
た
。
帰
り
際
、

雪
渓
で
は
単
独
で
ス
ノ
ボ
ー
を
楽
し
む
人
有
。

雪
渓
が
終
わ
る
と
、
湯
ノ
台
コ
ー
ス
一
番
の

難
所
と
さ
れ
て
い
る
「
薊
坂
」
で
す
。
下
か
ら
見

上
げ
た
限
り
30
度
の
勾
配
は
な
い
。
そ
の
名
の
通

り
チ
ョ
ウ
カ
イ
ア
ザ
ミ
が
咲
き
誇
っ
て
い
ま
す
。

ゆ
っ
く
り
と
急
坂
を
登
り
切
れ
ば
、
九
合
目
伏
拝

岳
の
分
岐
到
着
。
こ
こ
ま
で
登
る
と
一
気
に
目
の

前
に
絶
景
が
展
開
し
ま
す
。
新
山
ド
ー
ム
の
黒
い

全
容
、
大
物
忌
神
社
、
千
蛇
谷
、
そ
し
て
鳥
海
湖

も
見
ら
れ
ま
し
た
。
伏
拝
岳
か
ら
は
、
外
輪
山

コ
ー
ス
を
行
き
ま
す
。
イ
ワ
ウ
メ
等
を
見
な
が
ら

行
者
岳
、
外
輪
ケ
ル
ン
分
岐
付
近
で
は
、
鳥
海
山

の
シ
ン
ボ
ル
、
チ
ョ
ウ
カ
イ
フ
ス
マ
等
を
見
な
が

ら
、
新
山
に
次
ぐ
標
高
２
２
３
０
ｍ
の
七
高
山
へ
。

眼
下
に
は
何
ひ
と
つ
さ
え
ぎ
る
も
の
が
な
い
、
３

６
０
度
の
大
パ
ノ
ラ
マ
が
広
が
り
、
豪
華
な
景
観

で
、
感
動
の
場
所
で
す
。

七
高
山
よ
り
、
新
山
外
輪
分
岐
に
戻
り
、
希
望

者
５
名
で
新
山
ド
ー
ム
を
目
指
し
ま
し
た
。
山
頂

へ
は
、
御
室
付
近
ま
で
下
り
、
溶
岩
の
岩
肌
に
ペ

ン
キ
で
矢
印
を
示
し
て
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
従
い

安
全
を
期
し
て
登
る
。「
胎
内
」
と
呼
ば
れ
る
大

岩
の
亀
裂
を
く
ぐ
り
抜
け
、
岩
肌
を
登
る
と
山
頂

に
到
達
。
一
坪
程
度
の
狭
い
場
所
。
よ
っ
て
、
写

真
撮
影
は
ち
よ
い
待
ち
。
七
高
山
頂
上
同
様
、
眺

め
は
最
高
。
は
い
、
こ
こ
で
ミ
ッ
シ
ョ
ン
完
了
で

す
。
長
居
は
で
き
ず
、
下
山
開
始
。

下
山
時
、
最
後
の
大
休
憩
は
、
大
雪
渓
直
下
の

流
水
場
。
早
速
、
冷
水
を
手
で
す
く
い
顔
を
洗
う

と
、
少
年
時
代
の
夏
山
、
特
に
沢
で
の
感
覚
を
思

い
出
し
ま
し
た
。
と
に
か
く
、「
手
が
切
れ
る
よ

う
に
冷
た
い
」、
冷
水
を
浸
し
た
手
拭
い
を
後
頸

部
に
あ
て
る
「
体
の
芯
ま
で
凍
え
そ
う
」
で
し
た
。

本
当
に
久
し
ぶ
り
の
感
覚
を
取
り
戻
し
ま
し
た
。

14
時
30
分
、
全
員
滝
ノ
小
屋
駐
車
場
に
到
着
。

終
了
は
、
新
潟
黒
崎
ふ
る
さ
と
村
19
時
30
分
。
そ

し
て
、
解
散
。

今
回
の
山
行
を
企
画
さ
れ
た
リ
ー
ダ
ー
の
渡

辺　

茂
さ
ん
、
副
リ
ー
ダ
ー
の
廣
井
博
行
さ
ん
、

先
達
を
務
め
て
く
れ
た
多
田
政
雄
さ
ん
、
そ
し
て
、

参
加
さ
れ
た
多
く
の
岳
人
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
入
支
部
会
員
紹
介

　

新
た
に
越
後
支
部
へ
入
会
さ
れ
た
皆
さ
ん
で
す
。

自
己
紹
介
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
支
部

山
行
以
外
で
も
山
で
お
会
い
し
た
ら
お
声
が
け
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
支
部
入
会
順
に
敬
称
略
で
紹
介
い
た
し

ま
す
。

�

玉
　
木
　
有
紀
子

�
会
員
番
号
１
７
４
７
８

　

新
潟
県
の
中
山
間
地
、

過
疎
・
高
齢
化
の
進
展

著
し
い
地
域
で
の
取
組

に
参
加
し
20
年
超
。
こ
の
間
、
自
然
と
折
り
合
い

を
つ
け
な
が
ら
暮
ら
し
て
き
た
先
人
た
ち
の
智
恵
、

人
々
の
生
活
の
奥
行
き
の
深
さ
に
学
ば
せ
て
頂
く

こ
と
、
体
感
、
体
験
す
る
こ
と
の
面
白
き
こ
と
、

誠
に
多
く
。

　

そ
し
て
、
峰
高
き
山
々
は
、
里
山
か
ら
仰
ぎ
見

る
こ
と
で
充
分
に
楽
し
め
る
存
在
。
で
し
た
が
な

ぜ
か
、
高
い
峰
々
に
ひ
ょ
い
ひ
ょ
い
と
登
っ
て
お

ら
れ
る
先
輩
方
に
言
葉
巧
み
に
誘
わ
れ
…
こ
の
度

入
会
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

劣
等
生
極
ま
り
な
い
会
員
で
す
が
、
ど
う
ぞ
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

�

山
　
森
　
由
　
枝

�

会
員
番
号
１
７
４
８
９

　

今
年
度
よ
り
日
本
山

岳
会
越
後
支
部
へ
入
会

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

２
０
１
３
年
に
初
め
て
火
打
山
に
登
っ
て
以
来

山
の
楽
し
さ
に
目
覚
め
、
そ
の
後
、
信
越
ト
レ
イ

ル
と
も
出
会
い
、
衣
食
住
を
背
負
っ
て
歩
く
旅
に

も
楽
し
み
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
本
業
の
仕
事
の
休
み
の
時
間
を
利
用
し
、

信
越
ト
レ
イ
ル
の
専
属
ガ
イ
ド
や
、
国
立
妙
高
青

少
年
自
然
の
家
で
の
自
然
観
察
指
導
員
な
ど
、
自

然
に
多
く
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

登
り
は
ゆ
っ
く
り
、
下
り
は
大
好
き
、
ほ
ぼ
亀

の
歩
み
で
す
が
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
学
び
な
が
ら
、

皆
様
と
安
全
に
楽
し
く
山
を
楽
し
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

皆
様
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

「
み
ま
も
り
機
能
」
を
使
っ
て
み
よ
う

　
諏
訪
　
惠
一

　

山
と
渓
谷
２
０
２
５
年
９
月
号
に
特
集
「
新
・

登
山
ア
プ
リ
と
読
図
の
基
本
」
で
登
山
ア
プ
リ
の

い
ろ
い
ろ
な
機
能
や
使
い
方
、
主
な
ア
プ
リ
の
比

較
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
が
、
今
回
は
山
で
の
行
動

の
際
に
自
身
の
安
全
の
た
め
に
利
用
す

る
機
能
で
は
な
く
、
無
事
な
帰
り
を
心

配
し
な
が
ら
待
つ
家
族
や
山
仲
間
を
安

心
さ
せ
る
機
能
を
紹
介
し
よ
う
。

　

登
山
ア
プ
リ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｐ
に
搭
載
さ

れ
た
機
能
で
、
家
族
や
山
岳
会
な
ど
予

め
登
録
し
た
人
に
自
分
の
現
在
位
置
や

行
動
経
路
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る

「
み
ま
も
り
機
能
」
だ
。

　

こ
の
機
能
は
、
自
分
の
山
で
の
行
動

中
の
位
置
情
報
を
見
て
欲
し
い
家
族
な

ど
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
ア
プ
リ
に
登

録
す
る
と
、
ア
プ
リ
を
起
動
し
て
登
山

を
開
始
し
た
時
点
で
「
み
ま
も
り
機
能

― 
○
○
さ
ん
の
位
置
情
報
の
お
知
ら

せ
」
と
い
う
メ
ー
ル
が
登
録
先
に
送
ら

れ
て
き
て
、
メ
ー
ル
本
文
に
記
載
さ
れ

た
Ｕ
Ｒ
Ｌ
（
リ
ン
ク
ア
ド
レ
ス
）
を
ク

リ
ッ
ク
す
る
と
い
つ
で
も
画
面
に
表
示

さ
れ
、
地
図
上
で
自
分
の
最
新
の
位
置

と
行
動
経
路
を
確
認
し
て
も
ら
え
る
。

　

無
事
下
山
し
、
ア
プ
リ
を
終
了
す
る
と
「
み
ま

も
り
機
能
―
○
○
さ
ん
の
山
歩
が
無
事
終
了
し
ま

し
た
」
と
い
う
メ
ー
ル
が
登
録
者
に
送
ら
れ
る
。

　

そ
の
上
、
携
帯
電
話
の
電
波
が
届
か
な
い
山
中

の
行
動
中
で
あ
っ
て
も
、
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｐ
ユ
ー
ザ
ー

同
士
が
す
れ
違
っ
た
際
に
自
動
で
そ
れ
ぞ
れ
の
位

置
情
報
な
ど
が
交
換
さ
れ
、
い
ず
れ
か
が
電
波
の
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届
く
エ
リ
ア
に
入
っ
た
時
に
、
そ
の
情
報
が
Ｙ
Ａ

Ｍ
Ａ
Ｐ
の
サ
ー
バ
ー
に
送
信
さ
れ
、
た
と
え
自
分

が
電
波
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
に
い
た
と
し
て
も
登

録
者
は
位
置
情
報
や
移
動
経
路
を
確
認
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
る
。

　

な
お
、
こ
の
機
能
は
無
料
で
利
用
で
き
る
の
で
、

心
配
し
な
が
ら
自
分
の
帰
り
を
待
っ
て
く
れ
て
い

る
家
族
を
安
心
さ
せ
る
た
め
に
も
一
度
試
し
て
は

ど
う
だ
ろ
う
か
。

　

最
近
メ
ー
ル
は
使
わ
な
く
な
っ
た
と
い
う
人
に

は
、
有
料
会
員
向
け
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

へ
の
通
知
も
設
定
可
能
だ
。

　

最
後
に
、
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｐ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の

引
用
で
「
み
ま
も
り
機
能
」
の
設
定
方
法
を
記
載

し
て
お
く
の
で
参
考
に
し
て
ほ
し
い
。

【
設
定
方
法
】

①
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｐ
ア
プ
リ
を
起
動

②�

［
マ
イ
ペ
ー
ジ
］
▼
右
上
の
［
歯
車
ア
イ
コ
ン
］

▼
［
み
ま
も
り
機
能
］

　

�

ま
た
は
［
地
図
］
▼
［
設
定
画
面
］
▼
［
み
ま

も
り
機
能
］

③
通
知
先
を
タ
ッ
プ

④�

希
望
の
通
知
先
を
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
で
登
録

⑤�

登
録
す
る
と
み
ま
も
り
機
能
が
有
効
に
な
り
ま

す
※�

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
登
録
は
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｐ
プ
レ
ミ
ア
ム

ユ
ー
ザ
ー
の
み
の
特
典
機
能
で
す

支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

�

広
報
委
員
会

　

こ
の
度
、
越
後
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
画
面
上
部
の
メ

ニ
ュ
ー
か
ら
簡
単
に
閲
覧
し
た
い
ペ
ー
ジ
に
移
動

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

越
後
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
す
る
と
、

ま
ず
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
最
新
情
報
が
一
覧
で
表
示

さ
れ
、
必
要
な
情
報
を
見
つ
け
や
す
く
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
既
に
掲
載
さ
れ
た
情
報
も
上
部
メ

ニ
ュ
ー
の
「
活
動
紹
介
」
か
ら
、「
お
知
ら
せ
」、「
事

業
報
告
」、「
山
行
報
告
」
と
選
択
す
る
と
必
要
な

内
容
だ
け
を
表
示
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま

し
た
。

　

越
後
支
部
報
も
画
面
上
部
に
表
示
さ
れ
た
メ

ニ
ュ
ー
か
ら
「
支
部
報
」
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
支

部
報
一
覧
が
表
示
さ
れ
、
読
み
た
い
号
を
選
択
で

き
ま
す
し
、
表
示
さ
れ
た
も
の
を
印
刷
や
拡
大
表

示
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
第
36
号
か
ら
は
写
真

が
カ
ラ
ー
に
な
っ
て
お
り
、
送
付
さ
れ
る
紙
面
よ

り
見
応
え
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

新
し
く
な
っ
た
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
是
非
一

度
ア
ク
セ
ス
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

新
し
い
ア
ド
レ
ス
は
次
の
通
り
で
す
。

　
https://shibu.jac1.or.jp/echigo/

　

な
お
、
今
ま
で
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ブ
ッ
ク
マ
ー
ク
し
て
い
る
方
は
登

録
の
変
更
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
の
ご
案
内

�

広
報
委
員
会

　

越
後
支
部
で
は
、
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
更
新

さ
れ
た
際
の
案
内
や
緊
急
な
お
知
ら
せ
を
メ
ー
リ

ン
グ
リ
ス
ト
（
メ
ー
ル
の
一
斉
発
信
）
に
登
録
さ

れ
た
方
全
員
に
メ
ー
ル
配
信
し
て
い
ま
す
。

　

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
に
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方

は
事
務
局
宛
に
メ
ー
ル
に
て
「
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス

ト
登
録
希
望
」
と
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

折
り
返
し
登
録
確
認
の
メ
ー
ル
が
届
き
ま
す
の

で
、
登
録
承
認
の
操
作
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
に
登
録
さ
れ
、
お
知
ら
せ
の

メ
ー
ル
が
配
信
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

事
務
局
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
次
の
通
り
で
す
。

　

ecg@
jac.or.jp

　

な
お
、
既
に
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス

ト
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
は
改
め

て
の
登
録
は
不
要
で
す
。

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
支
部
会
員
動
向
（
令
和
６
年
10
月
～
12
月
）

１　

新
入
会
員　

な
し

２　

退
会
会
員

　
　

鈴
木　

壮
一　

（
会
員
番
号
１
４
１
９
１
）

３　

支
部
会
員
数
（
令
和
７
年
９
月
４
日
現
在
）

　
　

支
部
会
員
（
準
会
員
含
む
）
１
４
１
名

　
　

支
部
会
友　

８
名

●
支
部
会
費
の
納
入
に
つ
い
て

　

今
年
度
の
支
部
会
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
大
半

の
会
員
の
皆
様
か
ら
納
入
し
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
が
、８
月
末
現
在
、一
部
の
方
が
未
納
と
な
っ

て
い
ま
す
。
支
部
会
費
未
納
の
方
は
早
急
に
支
部

口
座
へ
の
振
込
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
払
込

取
扱
票
で
振
り
込
ま
れ
る
際
は
必
ず
通
信
欄
に
住

所
、
氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。（
令
和
７
年

４
月
以
降
入
会
さ
れ
た
支
部
会
員
は
、
今
年
度
の

支
部
会
費
は
免
除
さ
れ
ま
す
の
で
、
来
年
度
以
降

か
ら
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。）

越
後
支
部
口
座

　

金
融
機
関
：
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

　

加
入
者
名
：

�

公
益
社
団
法
人　

日
本
山
岳
会
越
後
支
部

　

口
座
記
号
：
０
０
５
６
０
―
３

　

口
座
番
号
：
１
０
３
７
１
６

　

支
部
年
会
費
：
２
，
０
０
０
円

�

（
会
友
は
３
，
０
０
０
円
）

●
支
部
晩
餐
会
の
開
催
予
定
に
つ
い
て

　

今
年
度
の
支
部
晩
餐
会
を
、
12
月
13
日
（
土
）、

新
潟
市
中
央
区
弁
天
２
―
１
―
６
、
新
潟
東
映
ホ

テ
ル
に
お
い
て
開
催
予
定
で
す
の
で
、
支
部
会
員

及
び
会
友
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
正
式
な
開
催
案
内
と
出
欠
連
絡
方

法
に
つ
き
ま
し
て
は
、
後
日
ご
案
内
申
し
上
げ
ま

す
。編

集
後
記

　

よ
う
や
く
長
か
っ
た
暑
い
夏
も
終
わ
り
、
低
山

で
も
涼
し
く
登
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
か
。

　

今
年
は
熊
の
被
害
や
出
没
情
報
が
連
日
報
じ
ら

れ
、
悲
し
い
こ
と
に
登
山
者
か
ら
犠
牲
者
が
出
た
。

堅
果
類
も
不
作
、
凶
作
ら
し
い
の
で
入
山
の
際
は

十
分
に
注
意
し
た
い
。

　

最
近
、熊
が
人
を
襲
う
原
因
に
「
熊
の
人
慣
れ
」

が
あ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
熊
に
出
会
わ
な
い

よ
う
に
し
た
り
、
出
会
っ
た
際
に
被
害
に
あ
わ
な

い
よ
う
に
対
策
す
る
こ
と
も
必
要
だ
が
、
山
に
食

べ
物
を
置
い
て
こ
な
い
な
ど
餌
付
け
に
結
び
付
く

よ
う
な
行
動
や
、
近
く
で
熊
を
見
つ
け
た
際
に
ス

マ
ホ
な
ど
で
撮
影
す
る
な
ど
の
「
熊
の
人
慣
れ
」

に
結
び
付
く
行
動
が
登
山
者
の
身
に
危
険
が
及
ぶ

き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
も
周
知
し
た
い
も
の
だ
。

　

安
全
の
た
め
に
出
来
る
だ
け
複
数
で
の
行
動
が

求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
高
齢
化
が
進
み
山
に
行
く

仲
間
も
減
り
、
単
独
行
が
増
え
た
身
に
は
辛
い
も

の
が
あ
る
。�

（
諏
訪
惠
一
）

パソコン画面スマホ画面


